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アジアNICsの貿易モデル＊
小 田 正 雄
1 序
LDCsの中で工業化に成功した若干の国，つまり OECDが1978年のレボー
ト， PositiveAdjustment Policiesで命名した NICsの世界貿易に占める割合
が近年急速に拡大し，その貿易動向が注目されるようになっている。しかしそ
の中でも，アジア NICs(シンガボー）レ，香港，台湾，韓国）は， 1970年代を
通じて高い経済成長率を維持すると共に，輸出を急速に拡大してきている。
このようなアジア NICsの GDPと輸出の拡大については， すでに多くの
研究がなされており叫 通商白書などでもとりあげられている 2)。 その結果，
アジア NICsの輸出拡大的な経済成長は， 基本的にはこれら諸国において良
質の労働力が豊富に存在していたことと，そのような輸出財の生産に必要な資
本，技術，および資源ないし中間財が安定的に調達できたことなどによるとさ
れている。 ただ， 1980年代に入って， アジア NICsの輸出も若干かげりが見
えてきているように思われる。
いうまでもなく， アジア NICsは先進工業国に（軽）工業品を輸出するだけ
でなく，その工業品の生産に必要な中間財や原材料，さらに機械設備に体化さ
れた技術を外国から輸入しているのである。しかしこのようにアジア NICsが
1)例えば，渡辺利夫「成長のアジア， 停滞のアジア」 (1985)や， 村上敦「南北問題」
池本消編「国際経済」 (1986)chap 10. 
2)通商白書 (1985)p. 118~128 
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大きな関心を集めてきているのは，それが新しい（軽）工業品の生産国として登
場し，これまでの世界貿易のパターンを変えつつあるからである。小論の課題
は， このようなアジア NICsの貿易を説明するための一つの貿易モデルを用
意すると共に，これら諸国の直面する制約条件を考應することによって，この
分野における議論を前進させることである。
ところで，国際経済学のテキストとして内外で最も高い評価を得ている R.
Caves and R. Jones, World Trade and Payments, an introductionの forth
edition (1985)には， 「中間財の国際貿易」 という新しい章がつけ加えられて
いるが， そこではこれら NICsが輸出する工業品は， 原材料や輸入中間財を
加工ないしアッセンブルした製品が多く， いわゆる "Footloose"産業がその
典型的なものであるとしている。そして，これら諸国では良質の労働が比較的
安く入手でき， しかもその輸出財はこのような労働を集約的に用いて生産さ
れ，また多くの資本や高度な技術を必要としないので， アジア NICsの貿易
パターンはヘクシャー・オリーン定理によって十分説明できるとしている。
しかし，アジア NICsが輸出拡大的な成長をするためには一定の条件がみ
たされる必要がある。その一つは，賃金コストと輸入資源の価格が安定してい
ること，今一つはその輸出に対する外国からの規制などがないということであ
る。もし賃金コストや輸入資源の価格が上昇したり，先進国からの輸入制限が
行われれば，アジア NICsの輸出拡大的な成長はそれだけ困難になるであろ
う。ここではこのようなアジア NICsの直面する現状をモデル化することに
したい。
2 アジア NICsの貿易モデル
図 1と表 1は， 1985年の通商白書から引用したもので， それぞれ NICsの
実質 GDP成長率と， 投資・輸出の GDP比率を比較したものである 3)。 こ
3)通商白書 (1985)p. 118, p. 126 
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図1 NICsの実質GDP成長率推移
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表 1 投資・輸出のGDP比率比較 (60年， 82年） （単位： %) 
投資の対GDP比率 輸出の対GDP比率
60年 82年 60年 82年
韓 国 11 26 3 39 
ムロ 湾 20 25 11 52 
香 港 18 29 82 100 
シ ン ガボ - Iレ 11 46 163 I 196 
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れから，アジア NICsの GDP成長率が高い水準を維持してきていること，
またアジア NICsの投資と輸出の GDP比率が極めて高く， したがって，輸
出志向型成長をしてきたことが知られるのである。しかしこのような，アジア
NICsも， 2つの側面で大きな問題に直面している。 1つは，先進国特にアメ
リカを中心として保談貿易主義が台頭してきているということである。例え
3 
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ば，アメリカは韓国に対して鉄鋼の輸出規制を求めているし，香港からの繊維
製品の輸入に対しては， MFA(国際繊維取決め）による協議を要求している。第
2に，アジア NICsはその輸出財の生産に投入する資源やエネルギーの大半
を外国からの輸入に依存しているのであるが，そのような経済構造は資源や工
ネルギーの価格，および中間財の価格の変化によって大きな影響を受けるとい
うことである。そこでこのような 2つの側面を考慮した貿易モデルを定式化す
ることにする。
われわれのモデルは， 2国2財3要素モデルである。自国はアジア NICsの
ある 1国であり， 3要素(L,K, Ma)を用いて， 2つの最終財 X1,ふを生産す
るものとする。 Kは資本， Lは労働， Maは輸入資源である。ふは自国の輸
出財であり，それは K,L,および Maを用いて生産されるが，ふは輸入財で
Lと Kを用いて生産されるものとする。生産関数は通常の貿易モデルで想定
されるような諸特徴を持っており，完全競争と完全屈用が成立するものと仮定
する。
まず完全雇用の下では
GL1兄+aL2ふ=L
a1nX心 K2ふ=K
aM1ふ=M3
(1) 
が成立する。 ただし， Xj(j=l, 2)は j財の生産鼠， aij(i=L,K)は可変的
な投入産出係数， aM1は X1 1単位の生産に用いられる輸入資源の量である。
aM1は技術的な理由のために一定であるとする。 M孔まふの生産に用いられ
る資源量であり，それは全て外国から輸入されるものとする。 Lと K は一定
の労働盤と資本醤である。
完全競争の下では
aL1w+aK1r+aM1Pm=P1 =1 
aL2w+aK2r=釦=P (2) 
である。ただし， W と rはそれぞれ賃金率と資本のレンタルであり， pjは j
4 
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財の価格である。簡単化のために， P1=lとし， P=柘IP1=加とする。 pmは
輸入資源の価格である。 aijは W とrによって財のコストを最小にするよう
に決定されるものとすれば
aij=aij(w, r) 
である。また自国の予算の制約式は
E1=P島 +pmM3
(3) 
(4) 
である。ただし， 瓦は自国の第 1財の輸出量（額）であるが，それは外国との
交渉によって（例えば，輸出自主規制によって），外生的に決定されるものとする。
島は自国の第2財の輸入量， Maは自国の資源の輸入量である。 Pは貿易収
支が均衡するように変化するのに対して， Pm(=Pm!P1)は多くのアジア NICs
にとってそうであるように，外生的に決定されるものとする。このように， E1
と加が外生的に決定されるという想定は， このモデルの 1つの特徴であり，
われわれはこれによってアジア NICsの匝面する 2つの問題を考應すること
ができるであろう。島は
M2=D2CP, Y)-X2CP) (5) 
であり， D2,ふはそれぞれ第 2財の需要最と供給量である。また Yは第 1財
で表わした自国の生産額ないし実質所得，つまり
Y=ふ+PX2-PmM3 (6) 
である。
以上(1)~(6)が，あるアジア NICsの貿易モデルである。 ここで 12個の変数
Xj, aij, w, r, p, M2, M3, および Yがあり， また同数の式がある。外生変数
は L,K, E1, aM1および pmである。ここではこれらの初期の外生変数の値
に対して，内生変数についてユニークな値が存在するものとする。
3 比較静学
このモデルを変形して整理すれば，次を得る。
dY =dD1 +pdD2 = -M: 直ーM如m如 ? ?
?
?． ． ?
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砧＝一e2P-m晶 pm如/PM2 (8) 
fi= 〔E1広+Cm2+0a-l)MaPmfim〕パl-e2)PM2 (9) 
ただし， A印は変化率を表わす。また e2=(71戸叫+s2)>0で，自国のオファ
8D2 p ー・カーブの弾力性である。そして 7/2=- >Oで自国の補償された第ap Mz 
aDz riX2 2財需要の弾力性， m2=P >Oで第 2財の限界消費性向， S2= >O 
p 
aY dp Mz 
で自国の第 2 財供給の弾力性， ea= —訊／伽m>O で自国の資源輸入の弾力性で
ある。
まず， (9)は瓦と P叩の変化が交易条件 Pに与える効果を示している。ここ
で瓦， したがって外国の輸入量は一定であるので， 外国の輸入需要の弾力性
はゼロである。したがって， 自由貿易の均衡点が安定的であるためには， ez> 
1でなければならない。それ故に均衡点の安定性を仮定すれば， (1-e2)PM2<
0である。
(9)から第 1に，広>Oつまり自国の輸出（量）の増加は，交易条件を自国に有
利化することが知られる。第 2に， fim>Oつまり輸入資源価格の上昇は， Cm2
+eaー 1)<0に応じて交易条件を自国に有利化ないし不利化することが知られ
る。このような点は，このモデルから得られる新しい結論である。この中，前
者についてはのちほど図 2で示すことにする。また後者については，アジア
NICsが資源の大半を外国に依存しているという事実から， e3の値はかなり小
さく， したがって m2<l-0aとなる可能性はかなり大きいのではないかと思わ
れる。したがって， Pmの上昇がアジア NICsの交易条件を悪化させる可能性
も高いのではないかと考えられる。
次に，瓦と Pmの変化は Yにどのような影薯を与えるであろうか。この
ょうな分析は，アジア NICsがアメリカを始めとする先進国からの輸入規制に
直面するようになってきていること，またこれら諸国の多くが，輸出財の生産
に必要な資源や中間財を外国からの輸入に依存しており， しかも pmが外生
的に決定されているという事実から，特に重要である。
(9)を(7)に代入すれば
6 
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dY=Eぶ/Ce2-l)+(mけ発ーe2)M3pmpm/ (印ー 1)
を得る。
UO)から，瓦の低下が自国の実質所得を引下げること，また pmの上昇は
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(10) 
(m叶％一心<oの下で実質所得を引下げるということが知られる。仮定によ
って e2>lであり， また前述のようにアジア NICsの 03はかなり小さい値
をとるので， (mけ発一心<oとなる可能性はかなり大きいと思われる。した
がって，仮にアジア NICsが先進国の輸入規制に直面する（広<O)と共に，
(m叶E3-e2)<Qの下で輸入資源価格が上昇（伽m>O)すれば， その実質所得
は必らず低下するであろう。
ただ最近では， 確かにアジア NICsの多くが先進国， とりわけアメリカか
らの輸入規制にあっているが，しかし他方で世界的に資源エネルギー価格は下
落しているのである。したがって，アジア NICsの実質所得の変化の方向は，
アプリオリには決まらないような状況にあると言えるかも知れない。
いまUO)で dY=Oとして，公について解けば
E1=C e2-m2 —•a)Mゆm加/E1 Ul 
を得る。 Ulは，輸入資源価格が上昇したときに，自国が初期の実質所得を維持
するために増加しなければならない，自国の輸出量の増加率を示している。こ
れから， 仮に Ce2-m2-0s)>Oで， 自国の輸出の増加率がこの値より低けれ
ば，自国の実質所得は低下するであろう。
ところで， (10)から E,ゃPmの変化が Yに与る効果は， 約， m2,および令
の値に依存することが知られるのであるが， これらは基本的にはアジア NICs
の経済構造ないし体質を表わしている。例えば，仮に自国でも輸入資源の生産
が可能であれば， 03の値はそれだけ大きくなるので4>, Cm2十発ー e2)<0の下
で Pmの上昇に伴なう実質所得の低下はそれだけ小さくなるであろう。
次に， E1とpmの変化が Xjに与える影響を考える。このモデルを変形し
て Xjを求め， (9)を代入すれば次を得る。
4) NICsの多くは，新しい技術を蒋入して， Ea を高めようと努力している。
?
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ふ=_ A1 {(1-{}M1) E1広 (1-{}M1)(m凸—1) 加Ma
J,l J0J (l-e2)PM2 + 〔 (1-e2) PM2 + ()叫細｝
U2l 
ぷ=A2 {(1-{}M1)E虚 (1-{}M1)(叫 +•a ー l)PmM1
叫 ICl -e2)PM2 + 〔 (1-e2)PM2 心〕細｝
ただし， J,l=ALI伍ーAK1伍>O, 101 =0L1()K2-()K1()L2>0, 社j=Lj/L,,i訂＝
Kj/K, 0ガ=aLJW/pj,()訂=a訂r/pj, ()Ml =aM也m/P1,A1=AK祖L+h2む>O,
A2=AK必 +h1紅 >O, /3L=h10K1aif(l-{}M1)+入L2()K2a2>0, 舷=AK1()Ll町／
 ＾(1-0M1) +AK20L2a2>0, aj= (aKj-aり）/(w-r)>Oなどである。
さてU2)から，凪の上昇は X1を引上げふを引下げることが知られる。 し
かし加が Xjに与える効果は (mけ的ー1)の符号とその値の大きさに依存
することが知られる。仮に（加+•a ー l)<O であれば， pm の上昇はふを引
上げてふを引下げることになる。前述のようにアジア NICsの場合，その
経済構造から（叫＋令ーl)<Oとなる可能性が大きいのである。したがって，
pmの上昇はその国の輸出財であるふの生産を抑制し，逆に輸入財ふの生産
を拡大するという ultra-antitrade biasedな生産効果をもたらすことになる。
勿論 Xjの変化は公と如の 2つの側面の影響を受けるのであり， それぞ
れの係数の大きさも関係しているので，アプリオリには決まらないであろう。
しかしながら，アジア NICsの輸出量と輸入資源価格の変化がその生産パタ
ーンに大きな影響を与えることは確かである。
最後に，凡の変化が交易条件と実質所得に与える効果を図示することにす
る。
図2で，瓦は横軸に， M2は縦軸に測られている。 Ohは自国のオファー・
カープであり，垂直線 EiCは外国のオファー・カープの一部である。仮定に
よって， 瓦は初期に外生的に決定されているので， 外国の第 1財の輸入量は
Pのいかんにかかわらず一定である。 u。と U1 は自国の貿易無差別曲線であ
る。
さて， 貿易均衡点が安定的であるためには， e2>lでなければならないの
8 
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M2 
?
?
?
E1 D 
図2 凪の変化の効果
。ー
E1 
で，自国のオファー・カープは原点とB点との間が有効である。初期のムが
広であるとする。この場合均衡点はAであり，自国の厚生水準は Uo, 交易条
件線は t。である。ここで瓦が増加するとすれば，自国の厚生水準は高まり，
また交易条件も有利化する。これが(9)とUO)が意味していることである。
4 結び
小論でわれわれは， 通常の貿易モデルをアジア NICsの特徴をとり入れる
ように修正すると共に，これら諸国が直面している 2つの側面，つまり（軽）エ
業品輸出の制約や， 輸出財生産に投入される輸入資源価格の変化が， アジア
NICsに与えるインパクトを明らかにした。 そしてそのインパクトは特に，
約，加，および令によって表わされる経済構造によって決定されることを示し
た。また輸出制約の効果も一般均衡的に示した。勿論，約，加， li3 などの値を
計量的に求める必要があるであろう。しかしこのモデルは資源が稀少で，輸出
， 
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志向型成長をとげてきたアジア NICsが直面している重要な側面を陽表的に
モデル化している点で，意味を持っていると思われる。
なお， 6月25日付の日本経済新聞によれば， アジア NICsの今年 1~4月
の対米貿易黒字が80億ドルと，前年同期比で37形も拡大しており，アメリカが
これら諸国と輸出規制の個別交渉に入ったと述べている。アジア NICsとア
メリカとの貿易摩擦が深刻化しそうである。
＊草稿に対して， Universityof Wisconsin (Milwaukee)の ProfessorS. P. Das 
と I.C. U. の E.D. Ramstetter氏から，有益なコメントを得ました。
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